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昭
和
三
十
三
年
度

予

算

に
つ
い
て

て

昭

和
三
十

三

年

度
予

算
に

つ

い

て
　

①

地

財
法
の

適
用
に

よ

る

財
政

再

建

計
画

に

基
く

財

政
の

建

全
化

は
基

本

的

堅
持

す
る

も
の

宀
矛

’る

。

②

一
応

現
行

制

度
に

よ

る
年

度

間
の

総

見

積
ひ

に
よ

る

も
の

と
し

て

今

後
の

蹈

度

改
正

に
よ

る

補
正

ま

た
は

や

む
を

得

な
い

緊

急
の

も
の

は

予

算
追

加
に

よ

っ

て

処
置

す
る

こ

と
戸
夛

る

。

③

町
政

施

行
の

重

点
は

生
産

基

盤
の

造

成
と

町

民

福

祉
の

向
上

と
し

町
の

事
務

事

業
お

よ

び
諸

施

設
は

効

率
的

運
営

を

は

か
り
劔

力
簡

素

合
理

化
を

は

か
る

も

の

と
す

る

。

二
・

歳
入

面
に

つ

い
て
　

①

町
税

は

課

税
対

象
を

的

確
に

つ

か
ま

え

嵒
収
の

適
正

化

を
は

か

っ
て

確

保
す

る

町
民

税

は

準
率

を

適
用
し

て

減

税
を

は

か
る
・

②

地
方

交

付

税
は

財

政
再
建

計
ｍ

に

よ

っ
て

計
上

す
る
・

③

国

、
県

、
支

出

金
は

本

年
度
の

交
付

実

績
を

基

礎
に

浤

る

。

④

陋
用

料

、
手

数

料
は

本

年
度

の
付

納

実

績

を
基

礎
に

す

る

。

三

、
歳

出
面

に
つ

い
て
　

①
人

件
費

は

給
与

改

訂
に

伴

う
経

費
を

計
上
し

昇

給

財
源

を

努
め
て

見
込
ん

で

あ
る

。

②

物

件
費

は

本
年

度

実
績
を

勘
案
し

極

力

節

減
を

は
か

る

。

③
投

資
的

事

業
は

継
続

事
業
の

完

成

に

重
点

を
お

き

経
費
の

効

率
的

な
配

分
を

主
眼

と
し
て

計
上

す
る

。

④
補

助
負

担

金

、
寄
附

金
は

法
定

外

分

は

本

年
度

実

績
の
二

剖

減
と
し

て

極

力

節

減

す
る

。

四

、
歳

入
の

概

括
説

明
　

①
町

税
＝

本

年

度
に

比
し

八

九

、
三

三

八
円
の

減

町

民

税
（

現

年
度

分

）
に
お

い
て

は

国

の

減

税
措

置
に

対

応
し
て

塵
率
を

適
用

本

年

度
に

比
し

Ｉ
、
二

四
五

、
七

三

五

円

の

減
税

を
は

か

る
。
固
定

資
産

税
（
現

年

度

分

）
に

お
い
て

平

均

価
格
の

指

示

に

よ

り

、
九

九
六

、
三

〇
五

円
の

増

税

（

家

屋
分

上

昇

率
四
・

七
肩

減

、
土

地

五

肩

増

）
他
の

税
は

前
年
度

実

績
に
よ

Ｄ

計

上

。

②
地

方

交
付

税
＝

財

政
再

建
計
画

に

よ

っ
て

計
上

、
本

年
度
に

比
し

二

、
二

〇

三

、

〇
〇

〇
円
の

減
で

は
あ

る

が
三

十

二

年

度
は

本
年

度
に

比

し

Ｉ
・

五

健
増

額
交

付
さ

れ
る

の
で

相
当

額
上

回

る
見

込

み
で

あ

る

。

③
公

営

企
業
お

よ

び

財
産

収
入

＝

前
年

度
に

比
し

、
五

、
六

〇
〇
円

の

増

ご

フ

ジ
オ

福

島
株

券
配

当

に
よ

る

増
で

あ
る

④
使

用

料
、

手
数

料
＝

本

年
度

に

比
」

一
九

八
二
（

五

三

円

増

、
第
二

種

公

営

住
宅

建

築
二

土

尸
の

家
賃

と

各
種

手
数

料
引

上

げ
の
平

年

度

化
に
よ

る

増

額
で

あ
る

Ｏ

⑤
国

庫
支

出

金
＝

本

年
度

に
比

し
二

、

〇
七

五

、
〇

〇
六

円

減
ヽ

前
年

度
の

交

付

実
績
に

よ
り

計

上

、
公

営
住

宅

建
設

延
伸

に

補
助

、
ポ

ン

プ
補

助
に

よ

る
減

額
で

あ
る

。

⑥
県

支

出
金

儿

皿
年

度
に

比
し

五

九

。

一
九

〇
円

増

、
保

育
所
ヽ

勧

業
費

等
の

補
助

増
に

伴
一
つ
増

額
で

あ

る

。

⑦

寄
附

金
＝

前
年

度
に

比

し

て

○
四

九

、
五

〇
〇
円

増
、

簡
易

水
道

、
研

修

キ
ャ

ン

プ
建

設
に

対

す
る

寄

附
金

の
刪

額
で

あ

る

。

⑧
繰

越

金
＝

前

年
賢

’ノ

と

て

○
○

○
円
の

翊

、
前

年
洳

町
財

政
の

好

転
に

よ
Ｄ

相

当
額

の
繰

越

金

が
期

待
さ

れ

、

再

建
價
の

繰

越
償

還

に

充
当
の

見

込

濃

厚
で

あ

る

。

⑨
雑

収
入
＝

前

年
度

に

比
し

四
五

、
三

〇
九
円

増

、

前
年

度

実
績
に

よ
Ｄ

計
上

恩
給

、
共

済

組
合

個
人

納

付
金

等
の

増

で

あ

る
・

⑩
町

價
＝

前

年

度

に

比

し

て

○

○

○

、
Ｏ
Ｏ

Ｏ

円
の

減

、
公

営

住
宅

建
設

。

を

翌
正

度
に

延

伸
の

た
め

の

減
額

。

五

、
歳

出
の

概
括

説
明
　

の
議

会

費

前

年
度
に

比

し

一
二

五
こ

二
〇
〇
円

の

増

、
議

員

報
酬
の

引

上
げ

に

伴
一
つ
平

年
度

化
と

欠

員
中
の

議

員

一
名

分

報
酬

計
上

等
に

よ
る

増
で

、
他
は

本

年

度
と

や
や

同

額
で

、
議

長
交

際

費
は

町
長

交

際
費

一

本
化

計
上
の

た

め

削
減

じ

た

。

②
役

場

費
＝

前
年

度
に

比

し

て

六
第

四

、
七

〇
一

円
の

増

、
職

員
の

給

与

改

訂
に

よ

る
現

員
の

平

年
度

化

と
定

期
昇

給

、
旅

費
に

お
い

て

徴
税

旅

費
を

包
含

計
上

し

、
か
つ

ま

た
戸

籍

簿
の

改

編
に

よ
る

事
務
の

簡

便

化
の
た

め

複
写

機
購

入

、
交
際

費
の

町

一
本

化
に

よ
り

議
長

教
育

長

交
際

費
を

一
括

計
上

、

匡
苦

委

員

報
酬

引
上

げ
等

に
よ

る
増

額
で

あ

る

他
の

費

目
は

や
や

前

年
度
同

様

と
し

応

③

消
防

費
＝

本

年
度
に

比
し

三

三

一
、

七

四
〇

円
の

増

、
可

般
式

動
力

ポ

ン
プ

三

台
購

入
に

よ

り
増

額
で

あ
る

。
他
は

前
年

度
と

や
や

同

額
で
あ

る

。

④
土

木
費

＝
前

年

度
に

比
し

て

二
四

八

、
四
五

八
円
の

増

、
土
地

改

良
区
岳

起
債

負

担
金

、
都

市
計

画
指

定
に

伴
一
っ

航
空

写

真
に
よ

る

図
面

作
成

等
に

よ

る

増

額
で

あ
る

。
他

は
前

年
度

と

や
や
同

額
で

あ

る
・

⑤

教
育

費
日
‥
前

年
度
に

比
し

七

三
八

、

三

四
三

円
の

増
（

枠

外
教

育
長

交

際
費

六

〇

、
〇

〇
〇
円

を

加
え

実

績
増

七
九

八

、
三

四
三

円

）
三

十
三

年

度

教
育

疝

準
財

政
需

要
額

七

、
八
四

六

、
四

三

一

円

の
二

〇

八

ば
。強
に

当

り

、
小

学
校

児

竄
学

級
数

の

増
加
と

中

学
校

生

徒
学

級

数
餃

を
加

味
し
て

計
上
し

、
教

育
委

目

報
酬
の

引

上
げ

を

行

っ
た

。

⑥
社

会

労
働

費
＝

本

年
度

に

比
し
四

、

。

六
二

八

、
七

〇
〇

円

減

、
職

員
の

給
与

改
訂

に
よ

る

現

員
の

平

年
度

化
と

昇
給

敬
老

年

金

給
付

等
に

よ
る

増

と
公

営
住

宅

建
設
の

他
の

経

費
は

本
年

度
と

や

や

同

額
で

あ
る

。

⑦

保
健

衛

生
費

＝

来
年

度
に

比
し

七

、

七

五

〇
円

増

、
大

枝
学

校

組
合
の

当

町

管
理
に

伴
一
つ
児

疸

生
徒

分
の

結

核
検

診

経
費
の

増
で

、
他

は
ほ

と
ん

ど

本

年
度

と
同

額
で

あ

る

。

図
産

業

経
済

費
０

本

年
度

に

比
し

て

八
六

八

、
六

五

九
円

増

、
職

員
の

給
与

改
訂

に
よ

る

現

員
の

平

年
度

化
と

昇
給

農

業
委

員
の

報

酬
の

引
上

げ

、
釿

農

村

振

興
計

画

ぶ

業
の

一
環

で

あ
る

青

少

缶

研

修

キ
ャ

ン

プ
建

設
と

農

作

物
増

産
の

た

め
の

土

壌

検
定

機

隣
入

、
営
農

躬
迴

員
設

回
に

対

す
為

盤

協
助

筬
賈
等
の

四

額
で

他
は

本

年

度
と

や

や
同

額
で

あ
ふ

⑨

財
産

費
＝

本

年
度

に
比

し
五

三

、

六

〇
〇

円

増

、
公

営
住

宅
建

物

保
険

料

、

修
繕

費

等
に

よ

る
増
で

他

は

本

年
度
亠

や

や
同

額
で

あ

る

。

⑩
疣

耻
戈
＝

来

年

度
に

比
し

五
〇

〇
円

減
、

身
沁

金

削
減
に

よ

る
減
で

他
は
本

年
度

と
同

額
で

あ

る
・

⑩
選

挙

費
‥‥
来
年

度
に

比
し

】
○
六

、

八
〇

〇
円

の

増
ヽ

選

挙
管
理

委

員
報

酬

の
引

上

げ

、
町
長

、

衆
議

院
議

員
選

挙

に
よ

る

増
額
で

他

の

費
目
は

本

年
度

圈

樣
で

あ

る
・

⑩
公

價
費

り
本

年
度

に
比
し

四

五

一
、

五

二
八

円
の

増

、
長

期

價
元

金
の

据
置

期
間

に
入

っ
て
の

増
額
で

あ

る

。

⑩
諸

支

出
金

目
本

年
度
に

比
し

Ｉ
、
〇

〇

て

四

七

九
円

減

、
前

年
度
繰

上
充

用

金
の

削
減
と

纐

出
金
の

簡
易

水
道

施

設

費
へ
の

分

増
と

相
殺
し

て
の

減

額
で

あ

る
・

‘

青
壮
年
属
の
努
力
み
の
る
か

大
板
疏
菜
組
合
の
成
果

青

壮

年
層

が

中
心

と

な
っ
て

作

り

あ

げ

、
そ

の

努

力
に
よ

っ
て

今
さ

か

ん

に

活

端
し
て

い

る

農
産

物
の

生

産

出

荷
団

体
に
「

大
柿

蔬

菜
組

合
」

が

あ

る

。
こ

れ

は

大
枝
の

川

内

を
中

心

と

し
て

組
合

員

四
十

三

名
で

組

織
し

ト

マ
ト

、
西

瓜

、
法

蓮

草
等

川
内

特

産
の

野

菜
煩

の

生
産

増
強

と

共
同

出

荷
を

計
画

的

八
つ

組

織

的
に

行

う
団

休
で

あ

る

。

こ

の

組
合

に

は
果

菜

部
（

ト

マ
ト

西

瓜
ヽ

南
瓜

）

葉

菜
部
（

法

蓮

草
）

根

菜
部

萇

芋

、
午

旁
）

が

あ
り
ヽ

そ
れ

ぞ

れ
部

長

が
中

心
と

な

っ
て

組

合
員
の

一

致

協

力
の

下
に

朕
ぐ
ま

し

い

努

力
を

続
け

、
毎

年
大

き

な
成

果

を

上

げ
て

貧
し

い
川

内

部
落
の

経

済

穹

つ
る
お

し
て

い

る

。

今

そ
の

例

と
し
て

本

年
度

の

事
業

成
績

を

調
べ
て

兒

る
と

、
こ

れ
ら

野

菜
の

共

同
出

菜
で

得
る

総
収

入
は

年

闘
約

二
五

〇

万
円

に
上

り
ヽ

川
内

部

落
の

産

米
総

売

渡
高

に
相
当

す

る

金

額
で

あ

る

。
そ
の

内
で

も
ト

マ
ト

は

約

一
一

石

万

円
で

川
内

の

一
年
間

の

養
蚕
の

収
入

に
叩
一
敵
す

る

。

川

内

部
落

は
他

に
比

し
て

裕

福
な

地

方

で
は

な

く

、
自

家
保

有
米

を
残

し
て

政

府
に

米

を
売

渡
せ

る

農

家
は

数

え
る

程
し

か

な
い

上

、
途

中
で

米

の

配
給

を
｛

佇

る
農

家

が
大

半
で

ど

ち

ら
か

と
い
一
つ
畑

作
中

心
の
こ

の

地

方

に
は

野

菜
の

生
産

出

荷

が
川

内
の

農

業

経
営

に
大

き

な
地

位
を

し

め
て

い

る
の

で

あ
る

。

そ
こ

に

着
眼

し

こ

若
い

青
年

は

今

大

き

な
希

望
と

強
い

忍

耐
と

涙

ぐ
ま

し

い

努
力

に
よ

っ
て

着

々
こ

の

蔬

菜

鰻

昜

育
て

て

い

る
わ

け
で

あ

る

。

そ
こ

で

さ

る
二

月
二

十

日
に

は

半
沢

町
長

さ
ん

を

始
め

仙

台
、

東
京

の

出

荷
先

市
場

よ
り

多

数
の

来

賓
を

得
て

総

会
を
開

き

、
左
の

努
力

目
標

畭
．涓

ｙ
　

ｌ

場
一

致
で

採

択
し

、
ト

マ
ト
は

反
当

十
万

円

、
法

蓮
草

一

人
千

貫

匁
生

産

を
目

指
し

て

努
力

す

る
こ

と
に

な

っ

た
・「

努
力

目

標

」

て

共

販

体
制

確

立
と

組

織
機

柵
の

整

備
。

二

、
栽

培
技

術
指

導
に

よ

る

生
産

性
の

向
上

。

三

、
立
地

条

件
下

に
お

け
石

特

産

物
の

育

成
。

四

、

自
治

統

制
と

時
間

励

行

。

出
事
上
っ
た
水
道
工
事

直
ち
に

第
二
工

事
へ

去

る

一
月

着
エ

し

た
我

が
町
の

簡
易

水
道

工

事
は

吹
雪

荒
れ

る

厳
寒
の

日

も

突
貫

工

事
で

進
め

ら
れ
て

来
た

第

一
期

工

事

も
順

調

に
進
み

、
最

初
の

計
画

ど

お
Ｄ

一
百

ミ

リ
の

ヒ
ュ

ー

ム
管

一

、
一

二

四

米

、
五

十
ミ

リ
の

管

は
『

一
七

八
米
の

卵

管

工
事

は
邸

つ
出

来
上

り

、

工

事
の

為
こ

わ
れ

た

道
路

翦

す
っ

か
り

復
旧

さ

れ
た
・

こ
こ
で

水
源

地
と

湧

水
量

を
紹

介
し

た

い

。
水

源
地
は

大

字

徳
江

字
下

河
原

で

阿
武

隈
堤

防
の

匳

ぐ
近

く
に

五
八

三

坪

を
買

収
し

た

亀
の
で

現

在

水
源
地

の

整

備
が

行

な
わ

れ
て

い
る

。
十

五

坪
の

ポ
ン

プ
室

、
三

坪
の

メ
ツ

キ

ン

室

か

建
築

さ
れ

て

い
る

が

簡
易

滅
菌

機
二

台

が

備
え

ら

れ
て

完

全
か

消
毒

が

さ
れ

る

こ

と
に

な
っ
て

い

る

。
水

が

入
る

と

冢
の

中
は

よ
Ｄ

美
し

く
な

る
と

い

う
が

、
水
こ

そ

生
活

と
は

切

っ
て

も

切
れ

な

い
必

要

な
翦
の

文

化

生
活

は

水
の

便
利

を
よ

く
す

る
こ

と
に

よ

っ
て

よ

り

向
上

す

る
こ

と

は
否

定
で

き

な
い

そ
の

緒
に
つ

い

た

水
道

工

事
だ

が

今

後
全

町
民

が
こ

れ

を

契
機

と
し
て

主

婦

の

負

担
を

軽

く
し

家

庭
生

活
の

合

理
化

を

図

る
た

め
に

努

力
す

る
こ

と

が

必
要

だ

と

思
う

。
麦

飯

都
市

計
画

推

進
指

定

町

村
に

編
入

さ

れ

、
今

後
こ
の

水
道

に

期

待
す

る
所

大

き
く

、
工

稻

誘
致

も

遣

い
茆

で

は

な
く

町
民

が

期
待

す
る

町
の

姿

も
こ

の

水

道
工

事

費

機
に
よ

り
よ

く
変

っ
て

い

く

だ
ろ

う

。

［

写

真

は
０

水
源

地
風

貴

○

埋

管
工

事
］

元
気
で
学
校
へ

今

年

の

一

年

生

野

も
山

亀

若
葉

に

お
お

わ
れ

五

月
も

中

旬
と

な

っ

た
・

教
育

予
算

や

勤
務

評

定
で

騷
い

で
い

る

大
人
の

世
界

を
よ

そ
に

生

ま
れ
て

初
め
て

の

集

団
生

活
に

入

っ
た

小

学
校
へ

の

入

学
児

童
は

１
ヵ

月

余
の

登
校

に

も
馴

れ
て

優
し

い

先

生
の

声
に

耳
を

熕
け

熱

心
に

勉

強
し

て

い
る

今

年

度
の

入

学
児

位
は

終
戦

後

六
年

を

顫
て

安
定

し

た

国
内

情

勢
の

中
回

戦

争
と

い
一
つ
悲

惨
な

苦
し

は

忘

れ

去
ら

れ
復

興
へ

の
つ

ち

音

叺
高

い
二

十

六

年
に

生

ま

れ
た
子

供

達
で

あ
る
・

そ
し
て

今

人
工

衛

星

が
飛

び

、
原
子

力
の

平

和
利

用

亀
盛

ん
に

呼

ば
れ

全
世

界

庖
挙

げ
て

平

和
の

維
特

に

努
力
し

て

い
る

時
小

学

校
へ

の

入
学

を

迎
え
た

訳

だ

。
今
年

の

小

、
中

学
校
入

学
生
の

差
は

大

き
く

教

員
異

動
の

悶
圖

点

と
も

な

っ
た

が
中

学

へ
の

入

学

生
か

一

般
に

少
な

い
こ

と
は

如

実
に

戦

争
の

激
し

さ

を
物
語

っ
て

い

る

が
終

戦
子

が
中

学

校
へ

入

学
し
た

わ

け

だ

。

然

し
こ
一
つ
し

た

事
に

は

一
切

無
関

心

ひ

た

す
ら

に

す
べ
て

が
珍

ら
し
い

吐

界

に
胸

を
は

ず
ま

せ
て

勉

強
し
て

い

る
子

賎
の

姿
は

い
ぢ
ら

し

い

。
入

学
か

ら

今

莨
で
の

１
ヵ
月

余
は

全

く
先

生

方
の

苦

劣
は
並

大

低
で

は

な
か

う

つ
。

倣
意

を

表
・
ず
る

次

第
で

あ

る

。

今

年
の

小

、
中

学
校
へ

の

入

学
生
を

参
考
ま

で
に

調

べ
て

兒

た

。

▽

小

学
校
　
　

男
　
　
　

女
　
　
　

計

藤

田

六

八
　

七
一
　

一
三

九

小

坂

二

七
　

二

六
　

五
三

森
江

野

二

六
　

三

五
　

六
一

大
木

戸
　

三

四
　
　

三

〇
　
　

六
四

西
大

枝

こ

二
　
　

一
六
　
　

二
八

計

】

六

七
　

一
七

八

三

四
五

回

中

学
校
　

藤
田

七

六

、
小

坂
二
九

、

森

江

野
四
三

、

大
木

戸
三

五

、
大
枝

四

二

、
計

二
二

五

写

戛
は
入

学
式

情

慢
り

藤
田
小

に
て

農
業
講

座
開

設

国
ロ
ー
地
区

葭

業
改

良
指

導
所
で

は

国

兒

町

公

民
館
の

後

援
卮

受
け

て

第
五

回
毆

業
行

年
講

座
を

開

く
こ
と

に

な
り

、
か

ね
て

生

徒

募
集

中
で

あ

っ
た

が
、

本
年

は

各
ｑ

協

や

農

業
改

良
推

進
員
の

推

廿

ん
匸

よ

り

、
特
に

歴

秀
な

前
途

あ
る

青

年

が
迴

ば
れ

、
去

白

百

役
場

小
心
、
議

室
で

開

講
式

が
行

わ
れ

た
・

こ
の

講
座
は

、
将
来

農

業
に

従
事
し

毘

業
を

も

っ
て

身
を

立
て

、
家

令

お

こ
し

、
郷
土

振

興
の

礎
石

と
な

ろ

う

と

す
る

熱
意

あ

る
青

少
年
に

対

し

、

闘

業
の

基

礎
知

識
並
に

技

術
を
飃

け

か
ね

て

一

般
教

養
を

高
め

、
社

良

性

吸

養
い

、
も

・
て

町

作
り

に
廷

身

廿

ん
と

す

る
人

格

を
養

威
す

る
の

が
目

的
で

、
期
間

は

】
ヶ

年
（

明

年
三

月

末

日
ま
で

）
こ

れ
ま
で

三

回
を

数
え

八
十

五

名
の

卒

業
生

を
出

し
て

い

る

洵
本

年
度
の

受

講

生
は

次
の

通
り

で

あ

Ｄ

ヽ

女
子

卞
名
の

追

加
募

集
を

し
て

い

る

。▽

小

坂
方

部
＝

安
碩

貞

夫

、
安

藤

酉

夫

、

鴨
田

恭

て

鴨
田

太

作

▽

藤
田

方

部
＝

斎

藤
清

、
佐

座

長
喜

中

野

忠
迢

、

吉
田

豊
美

、
内

村

忠
昭

後

藤

喜
弘

、

吉
田

良
夫

、
小

野

光

一

大

津

征
四

郎

、
佐

久
間

成

章

、
菊
地

孝
一

、
村

上

幸
夫

、
高

橋

守
雄

、

佐

藤

健

一

、
茵
江

政

男

、
徳
江

征

一

、

村
上

邦

男
、

佐
久

間
衛

▽

大

木
戸

方

部
＝

菊
地

久
恒

、
遠

藤

ミ

ヨ
、

佐
野
ト

ヨ

、
谷

津
英

子
、

毛

利

英
彦

、
松

浦
功

、
酒

井
勝

子

、
松

浦

智
義

、
八

島
進

一

、
佐
膝

光
信

▽
大

枝

方
部

＝
鈴

木
喜

胚
子

、
開

尸

ぶ

、
瀬
戸

彦

衛

、
佐
藤

要
蔵

、
木

村

辰

雄

、
小
林

成
三

、
佐
藤
正

和

、
鈴

木

徳
治

予
　
　

算
　
　

表

【 歳　　 入 】　　　　 膤 蒻　　 騨 蒻　　 ９ 減 百匹

町　　　　　　 税　　23  , 348 , 000円　　23  , 437 , 338　　　489  , 338　9  ･ 8

地 方 交 付 税　16  ,4 82 ､ 0 00　　14  , 086 , 0  圓　2  , 3 9 6 , 00 35･1
公営 企 業及 財 産 収 入　　　5･6  圓 0　　　　　　　　0　　　　5  , 600

使用 料 及 手 数 料　　1  , 7 22 , 圓 0　　　1  , 5 23 , 447　　　198  調 53　3･7
国 庫 支　 出　 金　　2  , 7 93 , 25 ( 　　868  ,  256　42  , 075 , 006　6.a

県　 支　 出　 金　　　1  ll ,  754　　　　　2  , 444　　　　3  9 , 3 10　2･1

寄　　 付　　 金　　1*  05 0 , 000　　　　　　500　　1  . 04 驪 50　2･2
纈　　 俶　　 金　　　　1  , 000　　　　　　　0　　　　1

雑　　 収　　 入　　　5  2 9 , 20　　　　　483  ,  892　　　45  9　1･1
町　　　　　　 貭　　　　　　3　　　b000  ,  000　 △ 1 , 000 , 000

合　　　　　 計　　　　46  , 942 , 905　　　　46 , 371 , 877　　　　571 , 028　　100

【 歳　　 出 】　　　33 年 予 算　　　　32 年 予　　　　 増　 減　 百 分 率
議　　 会　　 費　　　777,800　　　　652,5

茘　　　125
 . 3  叩　1･6

役　　 扁　　 費　　12  , 002 , 553　　　10  , 3 27 , 852　　1  , 674 , 701　25・6

消　 防　 費　2  , 102 , 920　　1,77 ， &0　　331  , 74　4･5
土　 木　 費　2  , 848 , 458　　1,601,100  　1  , 248 , -458　6･1

教　 育　 費　8  , 436 , 00　　7  , 697 , 657　　738  ,  343 亅8･
社会 労 働 施 設 費　　,  143 , 313　　　?  , ? 7 2 , 013　 ▲4 , 628 , 70　6･7

保 健 植 生 曹　　1  , 256 , 075　　　248  , 325　　　7  , 75　2.7
産 業 経 済 費　　4  , 267 , 674　　　2  , 401 , 015　1  ･ 8 68 , 65 9　9･1

財　　 産　　 費　　　1  ll , 921　　　　　5  8 , 3 21　　　　53  ,  600　0 ・2

統　　 計　　 費　　　　88,500　　　　　89  , 000　　　　　500　0･2
選　　 挙　　 曹　　　246  , 300　　　　　13  8 , 5 00　　　106  , 800　0･5.
公　　 貭　　 費　　5  , 456 , 886　　　5  , 005 , 3 5 8　　　451  ,  52　11･6

諸　 支　 出　 金　　･  155 , 522　　　157  , ℃ 01　11･001  , 479　13,1
予　　 備　　 費　　　　46  , 983　　　　452  , 15　　　405  , 172　0･1

歳 出
‰

計　　46  ･ 942 , 905　　46  , 371 , 877 ｡　571  , 028　100 j



住
み
よ
い
町
づ
く
り
は

話
し
合
い
か
ら

国
見
町

公

民
館

は
伊

達

営
内
公

民

館
連

硲
協
議

会

や
県

教
育

委

員
会

伊
達

出
張

所
の

後

援
の

も

と
に

、
さ

る
二

月
二

十

四

日

午
前

九

時
よ
り

町

役
場

楼
上

に
お

い
て

町

内

青
年

切

婦

人
会

、
Ｐ
Ｔ

Ａ

な
ら

び
に

公
民

館
闃

係
の

代

表
者

百
二

十
余

名

が
相

会
し
「

住
み

よ

い
郷

土

を

堕

咢

る

た
め

に
は

ど

う
し

た
ら

よ
い

か
」

と
い

う
テ

ー

マ
で

研
賢

百

開

い

た

。
会
は

ま

ず
各

層
代

表
に

よ

る
役

割

劇
（

ロ

ー
ル

プ
レ

イ
ン

グ

）
　「

新
生

后

卷
は

ば

む
も
の

」

に
よ

っ
て

問

題

点
を

捉
起

さ

れ
た
・

次
に
三

つ
の

分

科

会
に

わ
か

れ
て

討

議
を

し

、
午

後

全
体

会
議

で
と

り

ま
と

め

、
講

師
田

村
譟

先

生
の

ユ

ー
モ

ア
た

っ

ぷ
り
の

指

導

な
ら

び
に

甲
の

上

に

○
の

講

評
を

い
た

だ
い

て

午

後
三

時
閉

会
し

た

。
当

日
集

ま

っ
だ
の

は

各

屶

邵
各

団
体
の

代

表

者
だ
け

あ

っ

て

、
住
み

よ

い
郷

土
建

設
の

隔

意
に

あ

ふ

れ
、

役
割

劇
に

お
け

る

出
演

者
の

こ

と

ば
の

は
し

は
し

に

朏
）
、
各
分

科

会
に

お
け

る

討

議
の

発

言
に

も

、
袁

髟

で

菠

心
を
つ

い

た
も

の

が
あ
Ｄ

、
こ
ん

ご

の

釿
町

村
建

設
運

動

を
推

進
す

る
た

め

に
大

き

な
示

唆
を

与
え

る

も
の

が
あ

っ

た
・

次
に

各

分
科

会
で

討

議
さ

れ
た

閤

題
点

を

略
記

す
る

。

第
一
分

科

会
新

生

活
運

動
を

推

進
す

る
に

は
ど

う
し

た

ら

よ

い

か

。

▽
司

会

者

＝
後

藤
佰

▽
記

録

者
＝

瀬

戸

栄
一

▽
助

言

者
＝

早
田

盛

○

中
国

で
は

国

家
権
力

に

よ
っ

て
力

や
（

エ

を
な

く
し

、
売

春

や
泥

棒

を

な

く
し

て

い
る

が

、
日

太

は
個

人
の

自

覚
に

よ

っ
て

新

生
活

を
進
め

る

べ

き
で

あ
る

。

○

時
間

専

重
は

定

時
励

行

か
ら

。

×
　

時
固

を
盗

む

こ
と

は

物
や

金

を

盜
む

と
同

し
で

あ

る

、

定

時
に

お
く

れ

る
こ

と

は
罪

悪
で

あ

る

と
の

考
え

を

持

て

。×
　

自
分

で

招

集
す

る

場
合

は
も

ち

ろ
ん
ヽ

招

集
さ

れ

る
猖

合

も
み

ん

な

、

相

手
側

の

気
持

に

な
っ
て

協
力

し

ょ
う

×
　

人

寰
集

め

る

時
に

は

集
ま

る

人

の

立
場

に

な

っ
て

大

多
数
の

大

が

集
ま

り

や
す

い

時
間

に

定
め

、
決
し

て

や
ま

を

か
け

な

い
こ

と

。

×
　

指

導
者

と

か
幹

部

と
か

い
わ

れ

る

大
は

誠

意
を

示
し
て

も

ら
い

た
い

。

×
　

他

家
に

行

っ
て

お
茶

な

ど
飲

み

長

話
し
て

い

る

こ
と

は

時
間

究

盗
む

と

同
じ

こ
と

で

あ

る

。
用

談
は

早

く
す

ま

し

て

か
え

る

こ

と

が
吏

貼

い
の

利

益

と

い

う

も
の
・

○

結
婚
の

改

善
に

つ
い

て

×
　

民

主

的
な

結
婚

に
つ

い
て

親
も

子
も
よ

く
研

究
し
て

幸

福

な
人

生
の
門

出
と

し
て

ふ

さ
わ

し
い

結

婚
を

す
る
こ

と

。×
　

結
婚

式
の

簡

素
化
に

つ

い
て

は

当

事

者
の

自
覚

と
勇

気

、
仲
人

や

社
会

の

善
意

あ
る

協

力
が

必
要
で

あ

る

。

×
　

祝

宴
の

ご
馳

走
や

持

参
品

、
踈

仕

度

な
ど
に

つ

い
て

周
囲

の

者
は

か
れ

こ

れ
批

判

や
お
せ

っ

か
い

な

ど
し

な
い

こ

と

。

×
　

不

要
不

急
の

家

具
調

度
品

な

ど

を

並

べ
る

こ
と

を

や
め

、
現

金
ま

た

ぼ

貯

金

と
し

て
お

霞

必
要

に

応
じ

て
用

意
す

る

。
と

か
く

景
品

付
の

売

物
は

郤

外
れ

の

粗
品

が

多
い

。
結

婚
と

は
人

脈

の

結

び

付
で

着
物

や

持
普

Ｅ
は

景
品
の

よ
一
つ
な

も
の

だ

。

×
　

披
露

宴
は

レ

ク
リ
ェ

ー
シ
ョ

マ

で
は

な
い

。

○

年
末

、
年

始
の

訪
問

や

行
事
の

た

め

に
費

さ
れ

る
時

間

、
労

刀
、

金
銭

の

失
費
の

む

だ

を
は

ぶ
く
こ

と
に

つ

い
て

×
　

一
番
し

わ
よ

せ

さ
れ

る
の

は

主

婦
で

あ
る

。

一
家

そ
ろ

っ
て

楽
し

め

る

正

月

、
犠

牲

者
の

な
い

お
正

月
は

考
え

ら
れ

な

い
も
の

か
・

×
　

年
直
し

を
し

な

い
た

め

、
後

日

な
ん

だ
か

ん

だ
い

わ
れ

る
と

誰
で

も

気

持
が

わ
る

い

。

気

持
よ

く
飲

ん
で

い

る
一
つ
ち
は

ま

だ

よ

い

が
こ

翌

る

と

け
ん

か

は
は

じ
め

る

、

飲
打

者
が

悪
い

の
か

、
飲
ま
せ

る

方

が

悪
い
の

か

、
わ

か

ら
な

く
な

っ
て

し

ま

う

。

×
　

厄

払
い

や

年
祝
の

費

用
を

節

約

し
て

婦
人
の

地

位
の

向
上

や

社
会
公

共

の

福

祉
増

進
の

こ
め

に

寄
付

す
る

と
い

う
よ

う
な

気
運

が

ボ
ツ

ボ
ツ

出
は

し
め

た
こ

と
は
一
つ
れ

し

い

。

○
娘

が
農

家
の

嫁
を

き
ら

う
こ

と

に

つ

い
て

×
　

百
姓

は

苦
し
む

の

が
当

然
だ

と

不

勺
観
念
を

改

め
、

楽
し

い

家
庭
を

つ

く

る

、
人
生

は

楽
し

む
べ

き
だ

と
い

う

考
え

を

翦
つ

こ

と

が
必
要

で
あ

る

。

×
　

嫁
は

自

分
の

時
間

が

な
い

。
夕

食
後

な
ど

自
分
の

時
間
か

ほ
し

い

。

×
　

世

間
の

口

が
っ
る

さ

い

。

×
　

農

家
の

嫁

は
小

づ
か

い
に

も

困

て

い

る
芻
の

が
多

い

。
結

婚
当

座
は

実

家
の

貎
か

ら

も
ら

わ
れ

る

が

、
十
年

か

た
つ

と

そ
れ

も
で

き

ず
、

一
家
の

財

布

は

年
資

竝

持
っ
て

い

る
の

で

、
子

ど

も
の

教

育
費

さ
え

自

由
に

な
ら

な
い

。

受

胎
調

節
と

い

っ
て

も
資

金

が
な

く
て

は

な
か

な
か

実

行
で

き
な

い

。

×
　

新

闘
や

本
を
よ

ん

だ

り

、
婦
人

学
級

や
Ｐ
Ｔ

Ａ
の

会
合
に

出
て

勉

強
す

る

こ

と
が
で

き

な
い

。

×
　

青

年
時

代
に

え

が
い
て

い

た

郢

想
も

夢
と

な

っ
て

し

ま
う

。

×
　

い

く

ら

時
代

が

変
っ
て

も

、
沽

に

対

ず
る

礼

儀
は

忘

れ

な
い
で

ほ

し
い

×
　

図

範
的

な
嫁

姑
を

招

い
て

座
談

脂

汗
ど

㈲
い

て
み

た

い

。

○
民

主

的
な

家

蕨
関

係
に

つ

い
て

×
　

貎

と
し
て

子
ど

も
に

対

す
為

希

望
－

立

派

な
人

仁

八

謳

親

匚

女
心

さ
せ

る

こ

と

、
ど

こ
に

行

っ
て

朏

貎
ぶ

行
を

忘
れ

な

い
で

ほ
し

い

。

×
　

若
い

者
か

ら

親
へ

の

希
望

△
　

農
業

経

宮
に

蜻
し

い

技

術
を
取

入
れ

よ

う
と
ず

る

場

合

。
親
の

同

意
戸

理

解
を

昭
む
・

△
　

親

が
一

方
的

に

親
手

行
を

沼
沢

の

は

無
理

、
親

は
親

ら
し

く

、
姑

は
姑

ら
し

く

。

△
　

食

後
の

一

時
な

ど

、
一
家

団
ら

ん
話

食

酉

た

い

。

△
　

父

親

も
新
し

い

勉
強

を
し

て

息

子

や
娘

と
共

通
の

話
閨

で

話
合

っ
て

も

ら

い
た

い

。

×
　

家
の

仕

事
や

経
済
の

こ

と
に
つ

い
て

家
内

高

よ

く

話

合
う
よ
一
つ
に

し

親

父
の

ワ
ン

マ
ン
を

避
け

た
い

。

嫁
が

家
計

簿
を
つ

け

、
怙

が

財
布
を

頂

っ
て

い

る

家
庭

、
家

計

簿
を

中
心
に

み

ん
な

で

話

合
っ
て

い

る

。

○

最

後
に

新
生

活
運

動
壬

す
す

め
る

た

め
に

×

み
ん
な
で
よ
く
話
合
い
、
よ
く

考
え
て
ヽ
個
人
で
で
渮
る
こ
と
は
個
人

で
や
る
。

×
　
部
落
や
町
や
Ｍ
体
で
や
っ
た
屶

が
効
果
的
な
こ
と
は
み
ん
な
で
し
っ
か

り
と
申
合
せ
て
実
行
す
る
。

×
　
「
俺
の
よ
う
か
馬
鹿
は
ど
う
せ

行
っ
た
っ
て
…
…
し
ゃ
べ
っ
た
っ
て
・

…・・
」
と
半
ば
自
棄
的
に
な
っ
て
い
る
人

た

ち
に

正

し

い
自

覚
を

与
え

る

。
ま

た

「

な

ん

ぼ
さ

わ
い

た
っ
て

そ

ん

な
こ

と

…

…
」
と

あ

き
ら
め

て

い

る
人

に

勇
気

を
与

え
る

た

め
に

何
か

組

織
が

ほ
し

い

×

今
日

集
ま

っ
て

詁
合

っ
た

人
は

そ

れ
ぞ

れ

部
落
に

帰

り

、
部

落
や

家
の

人

こ

に
よ

く
話
し

て

や
る

こ
と

が

大
切

だ

。
（

以
下

次

号

）

写

真
上
は

共

同
討

訓

、
下

花
畑

衣

装

現

在
の

固
定

資

産
に
つ

き

算
定
し

三

月

一

日
よ

り
二

十
日

間

、
役

場
で

縦
覧

に

供

す
る
こ

と

な
り

ま

す
の
で

御

諒

知
願

い

た
い

と
思

い
ま

す

。
（

国
見

町

役
場

税

務
署

）

合
理
的
な
施
肥
に

小
坂
地
区
で
土
壌
調
査

稲

作
り

に
も

畑

作
物
の

栽

培
に
つ

い
て

も

、
肥
料

の
配

合

や
施

し
屶

は

殆
ん

ど
長

年
の

経

験
に
よ

る

カ
ン

や

人

真

似
で

や

っ
て

お

る

た
め

に
倒

伏

や

病

虫
害

に
よ

る

減
収

が
た

え

ず
繰

返

さ

れ
て

い
る

。
こ

の

不
安

定

な
栽

培

を

改
善

し
よ

り

増
収

を

期
待
す

る

た

め

に
は

土

か
ら

上
の

部
分

を

兒
た

丈
で

は
完

全
と

は
云

え

ず
む

し
ろ

今

迄

殆

ん
ど

検
討

さ

れ
な

か

っ
た
根

の

部

分
を

知

る
こ

と

が
大

切
だ

と
先

進

地

長

野
は

勿

論
、
近

く
は

太

田

、
粟

野

も
こ

の
「

土

の

診
断

」
即

ち
土

壌

断

面
調

査

を
行

っ
た

が
小

坂
地

区

に

於
て

も

農
業

改

良
推

進

員
会

、
農

協

毆

青

連

、
青

年
団

、

農

事
研

究

会
が

一
体
と

な
り

、
小

坂

地

区
施

肥

合
理

化

推

進
協

議

会
（

会
長

菅

野

秀
明

氏
）

を

結

成
し

、

去
る

三

月
よ

り

調
査

を

始

め

初
年

度

計
画

分
の

実
地

調
査

を

こ

の

程
終

了

、

今
年
の

稲
作

に
間

に

合

う

よ
一
つ
急

い
て

分

析

検
討

を
す

す

め
て

い
る

。

土

壌
断

頭

調
査

と
は

圃

糒
に

Ｉ
Ｍ

位
の

深

さ
の

穴
を

掘
Ｄ

土

の

表
層

か

ら

深

部
に

い
た

る
ま

で
ヽ

そ
の

性

質

構
造

や
鉄

、
ア

ル

ミ
ナ

、

マ
ン

ガ
ン

の

含

有
状

態
等

、
土

の

物
理

的

、
化

学
的

状
態

を
綿

密
に

調

査
し

、
そ

れ

に

基

い
て

、
そ
の

圃

場
の

欠

点
や

、

こ

れ
に

最

も
適
し

た

肥
料

の

種
類

、

配

合

、
並

び
に

施
肥

量
ま
で

科
学

的

に

算

出
し

施
肥
の

設

計

、
土

壌
の

改

善

を

計
る

も
の
で

ヽ

そ
の

成

果
は

計

り

知
れ

な
い

程
で

あ

る

。
こ
の

調

査

は
町

内

に
於
て

も

二
こ

二
有
志

に
よ

り

局
部

的
に

行
わ

れ
た

が

今
回
の

様

に
地

区

全
域

に

於
て

全
面

的
に

実
施

れ
た

の

は
始

め
て
で

こ

の

結
果

、
地

区
の

地

質
図

が
出

来
上

る
こ

と

は

勿

論

、
作

物
栽

培
指

導
も

適

確
に

行
わ

れ

、
水

田
に

於
て

は

秋
落
田

の

改
善

病

害
常

習
田
の

根

本

的
な

改
善

が
な

さ
れ

る

も
の

と
み

ら
れ

る

。

こ

の

調
査

は
三
ヵ

年
計
画

の

予
定

で

今
年
は

水
田

一
町
歩

に

一
点

宛
の

割

合
で

行
わ

れ
た

が

次
年

度
は

五
反

歩
に

一

点

、
三

年

度
は

樹
園

地

を
対

象
に

行
わ

れ

る

。
怩
こ
の

調

査

費
用

は
農

協
か

ら

支
出

さ
叺

だ

。

用
意
で
き
た

花

嫁

衣

装

大 木戸
部　 落

「

何

事
で

も
み

ん

な
で

相

談
し
て

決

め

よ

う

」
と

言

っ
て

も
い

ざ
と

な

る
と

異

論
百

出

、
何

事
で

翦
な

か

な
か
決

ま

ら

な
い
の

が
世
の

常
で

あ

る

。
然
し

み
ん

な
の

協
力

す
る

心

が

っ
ま

く
合

っ
て

実

を
結

び

、
集

会
猖
の

改

築
や

遂
に

花

嫁

さ
ん
の

貸

衣
装

ま
で

備
え

た

と
言

う

明

る

い

部
落
の

諂
を

紹
介
し

ま

旻

う

。

こ

の

部

落
は

大

杰

尸
部
落

湎

落

長

阿
部

富

術

さ
ん

）
で

同

部
落
で

は

去

ろ

昭

和

六
年

頃

部
落
の

中

央
に

青

年

会
館

と
し

て

綛
て

ら

れ
た

現

在
の

集

会
擶

と
そ

の

後

作
っ

た
作

業
場

貎

中

心
に

部

落
の
よ

り

発

展
を

図
る

た

め

い
ろ

ん

な
会

合
眥

持

ち

、
籾
摺

り

作

業
や

糧

米
な

ど
の

経

済
事

業

も
や

っ

て

円

滑

な
運

営
を

行

っ
て

他

部
落
の

哽
範

と

な
っ
て

い

た

。

こ

の

大

木
戸

部

落
で

は

今
か

ら
四

年

ほ

ど

前
部

落
内

の
み

ん

な

が
心

曷

く
利

用

で

き
る
よ

う
に

と

宴
会

用
の

杯
や

徳

利

更
に

雌

蝶

雄
蝶

を
は

じ

め
祝

楢

、
ダ

ン

ス
の

覆

布
な

ど

御

祝
儀

道
具
の

一
部

を

用

意
し

、

改
善
の

一
策

と
し
て

来

た

が

昨

年
の

暮
頃

一

部
の

人

達
の

発

案
で

河

ん
と

か

花

嫁
衣

装

も
拵
え

た

い
芻

の

だ

と
言

う
こ

と

に

な
り

当

町
の

Ｈ
呉

服

店

に

花
嫁

衣
装

の

ほ
か

頭

髪
の

道
具

一

式

を

約
五
万

二

千

円
で

発

注
し

た

。

ま

た

一
方

部

落
内
の

あ
ら

ゆ
る

余

合

の

扁
で

あ

る

集
会

場

淞
現

在
で

は

部

落

会

を
は

伝

青

年
団

や

婦
人

会

、

農

事

研
究

会

消
防

団

な
ど

各
団

体
の

利

用

が
非

常
に

多

く
な
り

、

度

々
同

一
会

場
に

二
つ

以
上

の

会
合

が
開

か

れ

、
不

随

を

感
じ
為

様
に

な

っ
た

た

め

こ
の

際

脯
並

び
の

作

業
場

と
接

続

し

、

小
会

議
室

菅
設

け
て

利
用

度

を

高
め
よ

う

と
言
一
つ
集

会
場

の

増
改

築

案
を

採
決

さ
れ

直
ち

に

着
工
し

、
青

年
団

や
部

落
会
の

人

達
の

労

力
奉

仕

な
ど
で

工

事
は

グ
ン

と

捗
Ｄ

、
特
に

集

会
場

に

は
有

志
者
の

寄
付
‰

縋

の

床

柱
で

立
派

な
床
の

間

も
作

ら

れ

去

る
二

月
は

じ

め
出

来
上

っ
た

。
そ

し
て

待
望
の

花

嫁
衣

装
私

屆
い

て

部

落
中
の

み
ん

な

が
木
の

香

も

甦
っ

だ

集

会
場

に

集
ま

り

、
新
し

く

な
っ
た

柱

を

撫
で
た

り

晴
着
の

袖

を
と

っ
て

喜

び
合

っ

た
。

ま
た

腴
物

も

全
部

新
し

く
購

入
し

た
の

で

見

違
え

不

程
立

派
に

な
り

、

今
で
は

一

緒
に
三

つ
の

会

合
が

出
来

る

よ
う
に

な

っ
た

。
そ
し

て

花
嫁
の

貸

衣
装

も

今

の

と

こ
ろ

一

回
三

千
円
で

貸

し

出
し
て

お
Ｄ

、
こ

の

五
月

は
じ

め
ま

で
に

部

落

内
外

九

人
の

嫁
さ

ん
の

晴

着
と
な

っ
て

好
評

畭
呼

ん
で

い

る

。
こ

の

よ

う
に

部

落
中

み
ん

な
の

自

覚
と

協
力

が
芦

し
い

時
代

に
ふ

さ

わ
し

い
住
み

良

い
部

落
を

作
っ

た
も
の

で
ヽ

こ

れ

が
や

が
て

は

私

淙
の
・
新
し

い
町

づ

く
Ｄ

に

役

立
つ
で

あ

ろ

う
こ

と

を
特

に

記
し
て

筆

を
置

き
洫

国
定
資
産
の
評
価
と

昭
和
三
十
三
年
度
分

国
定
資
産
の
評
価
の
基
準
に
つ
い
て

税

務
課
で

は

昨
年

度
よ

り
・
管
内

の

家
屋

評

価

を
実

施
し

た
の

で

す

が
種

々
砠

迷

惑
を

お
か

け
し

た
こ

と

と

思
い

ま
り

。

何
故

曽
で

評

価
し

た
私

の

を
ま

た
実

施

し

な
け
れ

ば

な
ら

な
か

っ
た

か
と

申

し

ま
す

と

概
ね

厄
記
の

点

に
あ

り
ま

し

た

の
で

宜

し

く
御

諒

察
顧
い

ま

す

。
昭
和

三

十
年
に

地

方
税
の

改
正
に

伴
い

固

定

資

産
の

評
価

に
基

準

年
度
を

設

け

そ
の

舗
二

年

度
吩
。昭
和

三

十
三

年

度
と

さ
れ

今

後
四

年
目

毎
に

改

訂
さ

れ
る
こ

と

と

な

っ
た
・

現

在
ま

で
の

評

価
は

合
併

前

の

も

の
で

其
の

評

価

額
を

調
整
し

て

後

合
併

す

れ
ば

よ
か

っ
た

の
で

あ

る

が
か

か
る

措

置
を

と
ら

れ
て

い

な
か

っ
た

た

め
地

区
に

よ

っ
て

凸
凹

が
あ

り
随

っ
て

課

税
の

均

衡

上
か

ら
・
是

正
す

る
必

要

が

認
め

ら
れ

た
（

随

っ
て

昭
和

二
十

九

年

度
に

大
枝

地

区
の
み

再

評
価

寰
行

い

、

そ
れ

を

中
止
し

て
い

た

も
の

が
あ

る

）

以

上
の

よ
一
つ
な
理

由
が

あ
っ

た
の

で

議

会
に

は

諮
っ
て

実

施
し

た
い

と

思
っ
て

居
り

ま
す

の
で

若
し

実
施
す

る

段
階

に

至
っ

た

際
は

宜

し

く

お

願

い
致

し

ま

す

。
而
し
て

評
価
の

方

法
で

す

が

、
こ

れ
は

自

治
庁
で

示
し

た

評
点

表

寰
用

い

て

居

る
の

で

規
格
に

対

し
て

一
定

の

評

点
亟

求
め

て

算
定

さ
れ

る
の

で
す

か

ら

公
平

に

出
来

る
仕

組
に

な

っ
て
居

り
ま

す
・

扨
で

次
に

三

十
三

年
度

分
の

評

価

で

す

が
既

に

新
聞

な
ど

で
叺

御

承
知

か

と
思

い
ま

す

が

、
自
冶

庁
通

達
に

よ

り

ま
す

と

評
価

基
準
は

土

地
に

つ
い

て

は

平

均

五

ば
引

上
げ

家
屋

に
つ

い
て

は

逆

に

五

ば
『
引

下

げ
る
こ

と

と
な

っ
て

居
Ｄ

ま
す

が
当

町
の

場

合
は

左
記
の

数
値

に

よ

り
平

均

価

格
が

算
出

さ
れ
ヽ

そ

の
平

均
値
｡７
阮

っ
て

固

定
資

産
評

価

を
実

施

す

衙
こ

廴

に
な

り
ま

す

。

右
の

方

法
に
よ

り
三

十
三

年
一

月

一
日

昭和32 年度指) く 1 ･ 04×1  . 圓 464627 昭和33年度
土地 示平均 価格 匹 ・ 均指示価格

畑　　　 〃　　　×1  . 04　　　　　　一同上

宅地　　　 〃　　　×1  . 0 5 0761　　　　ﾆﾆ=同上

倡村　　　 〃　　　×1  . 0 4 9 9 6 8　　　　－同上

家 屋については昭 和32年１月１日現在の総価額を基礎

とし た榻合昭和22 年度家屋の平均指示価額対比95.3％

結
核
検
診
三

年
目
の
成
績

昨

年
十

月

一
日

、
藤
田

地

区
を

皮
切

り
口

実
施
し

た

昭

和
三

十
二

年
度
の

結

核
検

珍
は

十
二

月

丁
二

日
全

町
の

第
二

次
検

診
を
以

ケ

応
滞
り

な

く
す
み

ま

し

仟

今

年

度
は

結
核

撲
滅

運
動

第
三

年
目

口
当

り

全

国
表

硴
を

受
け

た

直

後
で

も
あ

り

ま
し

た
の
で

、
全

町
の

皆

樣
方

の
張

り

切
り

方
は

大
し

た

胼
の
で

お
互

に
自

分
の

健

康
の

保

障
と

社
会

全

般
の

福

祉
匚

対
し

、
い

よ
い

よ

深
い

御

理

解
の

も

と

に
予

期
の

成

績
を

禍
げ

得

ま
見

に
こ

と

は

御
同

窪

に

堪
え

ま
せ

ん

。各
地

区

。
各

部
落

別
の
正

確

な
受

検

率
は

追

っ
て

発
表

い
た

し
ま

す

が

、
大

凡

令
町
の

受

検
鄙

は

九
六

が
程

度
で

残

っ

た
未

検

浙
の
た

め

、
も

つ
一

度

第
三

次
検
診

を

行
い

ま
す
の

で

結
局

は

過
去

三

ヶ

年
で
の

最

咼
の

成

績
を

修
め

る
こ

と
と

確
信

し
て

お
り

ま

す

。
御
協

力
の

皆

々
様
に

紙
上

か

ら
改

め
て

深

甚
の

謝

意
夕

表
し

ま
す

。

【
】
二
二

こ

二
・

一
七

）

暗
幕
で
き
る
（

森

江

野

小

）

地
区

民
の
協
力
み
の
っ
て

映
画

や
幻

灯
に

よ

為
視

聴
覚

教

育
は

学

校
に

お
け

ろ
子

供

た
ち
の

教
育
は

も

ち
ろ

ん

、
大

人
た

ち
の

社

兵

教
育

に
も

最

叺
効

冥
的

で

必
要
欠

く

べ

が
ら

ざ
る

も
の

で

あ
り

穹
ｙ

。
然
る

に
森

江

野
小

学

校
に

は

講
堂
の

暗

幕
設

備

が
な

い
た

め
非

常

に
不

腿

畭
感
し

て

い
た

わ

け
で

し
た

。
そ
こ

で
同

校
Ｐ

Ｔ

Ａ
で

は

発
結

成
十

周

年
記

念

事
業
の

一
つ

と

し
て

こ

の

設
沺

運
動

を
展

回
し

、
地

区

氏
の

協

力
を

得
て

兄

事
に

完

叺
さ

れ
ま

し

た

。

昨
年

十
二

月
二

十

四
日

、
土

十
五

日

に
開

催

さ
れ

た

農
業

文
化

祭
に

お

い
て

Ｐ

Ｔ

Ａ

役
員

総

出
動
に

よ

っ
て

だ
ん

ご

の

販

売
を

し

ま
し

こ

。
こ

れ
は

全
地

区

民
か

ら

寄
付

し
て

い
た

だ

い
た

た

く
さ

ん

の

米
と

め

っ
き

を

原
料

と
し

て

作
り

「

Ｖ

ふ

だ

ん

ご
」

と
名

付
け
て

文

化

警

一
賃

に

買

っ
て

い
た

だ
穹

み

ん

な
に

大

い
に

よ
ろ
こ

ば

れ
る

と
共
に

相

当
の

利

益
右

印

池

わ

け
で

す

。
次

に

映

喫

屈

開

い
て

み

な
さ
ん

の

協
力

を

皿
佇

だ

が
ま

だ
ま

だ
予

定

額
に

遠
せ

ず

農

協

莎
ら
の

多
大

の

図
寄

付
を

昌

靤

が

ま
だ

十
分

と
は

い
か

で

そ
の

不

足

分

を
地

区

民
の

理
解

あ
る

寄
付

に

印
ぐ

こ

と
に

な
り

ま
し

た

。
と

こ
ろ

が
こ

こ

に

至

っ
て

郷
土

民
各

位
の

労
郷

靈

校
の

睹
抻

が
俄

然
ほ

発
し

、
た

ち
ま

ち

予
箟

額

ず
万

円

を
突

破
し

、
よ

う

や
く

永
年

の

忘
圀
が

か

な
っ
た

わ

け
で

す

。

こ

う
し
て

み

ん

な
の

協
力
に

よ

っ
て

学
校
の

設

備
を

石

一
つ

充

実
し
て

い

く
姿
こ

冫
・
誠
に

尊

く
う

る
わ
し

い

翦
の

と

信
じ
ま

す
・

【

写

真
は
記

念

式
風

景
】

先
生
の
異
動

去
る

四
月

の

県
下

教
職

員
異

動
で

本
町

に

’心
次
の

よ

う
な

先
生

の
異

動
か

あ
ひ

ま
し

た

。

蜻

任
　
　

旧

任
　
　
　

氏

名

桑
折

小
　
　

藤
田
小
　
　

早
田
　
　

精

附
属

小
　
　

同
　
　
　
　

佐
藤

ヒ
ロ

子

桑

折
小
　

森
江

野
小

佐
藤
　

喜
珠

半

田
小
　
　

同
　
　
　

北
島

誠

倖

桑

折
小
　

大

木
戸
小

根
本

フ

キ

大

枝
小
　

同
　
　
　

小
川
　

恵
見

粟

野
中
　
　

県

北
中
　
　

横
山
　

市
郎

五

十

沢
中
　

同
　
　
　

高
橋
　

勝
雄

半
田
小
　
　

同
　
　
　

永

瀬
　

カ
ノ

保
原

中
　

同
　
　
　

寫

根
　

郁
子

飯
坂

中
　

同
　
　
　

小

松
　

隆

岌

飯
坂

小
　

同
　
　
　

菅
原
　

元
三

浅
川

小
　

同
　
　
　

八

島

典
昭

富
成

中
　

大

杢
［

中

牧

野
　

盤

退

職
　

大

木
戸

小

芳

賀

蘯
郎

水
保

小
校

長

小

坂
小

鈴

木
　

金

佐

森
江

野
小
　

藤
田
小
　
　

牧

野
　

武

夫

同
　
　
　

同
　
　
　

斎

藤

千
代

県
北

中
　

同
　
　
　

佐

藤
　

ナ
ツ

大
木

戸
小
　

小

坂
小
　

羽

根
一
十
代
子

同
　
　
　

森
江

野
小

多

勢

勝

蹌

籐
田

小
　

大

杢

戸
小

永

瀬

源

宍

森

江
野
小
　

同
　
　
　

小

川
　

麻
子

蔗
田

小
　
　

県
北

中
　

鈴

木
　

キ
チ

同
　
　
　

同
　
　
　

渡

辺

キ

ン

同
　
　
　

掛
田

小
　

菅

野
　

夕

力

同
　
　
　

紊

折
小
　

佐

藤
　

蓉
子

同
　
　
　
　

山
根

小
　
　

渡
辺

登
代
子

小

坂
小
　

伊
達

畸
小

菊

田

芳

宏

同

校
長
　

下
山

国
小

菅

野

貞

雄

大

杢

戸
小

桑
折

小
　

鈴

木

英

郎

県

北
中
　
　

飯

坂
中
　
　

遠
藤
　
　

昌

同
　
　
　

同
　
　
　

石

幡

セ
ツ

同
　
　
　

山

舟
生

中

氏

家
　

和

夫

同
　
　
　

五
十

沢

中

高

山

俊

夫

県

北
中
　
　

保
原

中
　
　

本
田
　

豊

大

杢

戸
中

膵
合

中
　

斎

藤

豊

七

森

江
野

小
　

桜
の

聖

母
　

菅
原
　

意

大

木
戸

小
　

（
新

任

）
　

押
部
　

源

治

同
　
　
　
　

（
同

）
　
　

斎
藤

崇

子

県
北
中
　
　

（
同

）
　
　

薄
口

。・
　

進
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